
講義科目名称：

授業科目の区分等：

会計学研究法

専門教育科目　会計学科　研究科目

授業コード：

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

半期 ３年 2 必修

担当教員

後藤　小百合

A（会計学科） S（専門科目） SM（演習） 401（専門ゼミ・卒業論文等）

授業のねらい（概
要）

　専門領域における基礎的な研究能力の養成と研究意識の涵養、卒業後も自律・自立して学修できる態度を身
に付けることを目的として、専門領域の問題や課題を追求し、発展させていくための研究の原理と方法の基礎
を学ぶ。研究の位置づけと意義、研究のプロセス、研究の方法、研究の種類、研究の倫理などについて理解す
るとともに、情報収集や分析方法、文献検索や文献購読の方法、研究計画の立案と研究計画書の作成、研究論
文の書き方や研究発表の仕方について学修する。

授業計画 第1回 〔遠隔〕オリエンテーション
１．ゼミの学修内容、ゼミの基本方針、到達目標等の説明
２．口頭での自己紹介
３．次回までの課題（ppt作成）について説明

予習（時間）：各自の興味関心に応じて論文を選択し、内容を研究する。（120分）
復習（時間）：授業内に指摘のあった事項や改善案について検討し、研究を進める。（120分）

第２回 〔遠隔〕プレゼンテーション
１．学修内容の趣旨説明
２．プレゼンテーション（テーマは各自選定。自己紹介でも可）
３．発表内容についての質疑応答
４．学修内容の総括

予習（時間）：各自設定したテーマまたは自己紹介用pptを作成する。（120分）
復習（時間）：授業内容を振り返り、pptを作成し直す。（120分）

第３回 〔遠隔〕ディスクロージャー制度に関する基礎知識
１．有価証券報告書の基礎知識について解説
２．2020年3月期決算のポイントについて解説
３．次回までの課題を説明

予習（時間）：ディスクロージャー制度について調べる。（120分）
復習（時間）：2020年3月決算のポイントについて、授業内容を復習。（120分）

第4回 〔遠隔〕金融庁「記述情報の開示に関する原則」
１．学修内容の趣旨説明：リーディングスキル、ライティングスキルの向上、レジュメ作成方法
２．金融庁「記述情報の開示に関する原則」
　　　「問い」の立て方、仮説の立て方
３．学修内容の総括
４．次回までの課題（研究課題Ⅰ）の説明

予習（時間）：金融庁「記述情報の開示に関する原則」について調べる。（120分）
復習（時間）：発表資料の作成。（120分）

第5回 グループワーク(1)　研究課題Ⅰ　金融庁「記述情報の開示に関する原則」
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅱ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第6回 グループワーク(2)　研究課題Ⅱ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　１．「経営方針・経営
環境及び対処すべき課題等」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅲ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第7回 グループワーク(3)　研究課題Ⅲ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　２．「事業等のリス
ク」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅳ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）
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第８回 グループワーク(4)　研究課題Ⅳ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　３．「ＭＤ＆Ａに共通
する事項」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅴ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第９回 グループワーク(5)　研究課題Ⅴ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　４．「キャッシュ・フ
ロー・の状況の分析・検討内容」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅵ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第10回 グループワーク(6)　研究課題Ⅵ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　５．「重要な会計上の
見積り」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅶ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第11回 〔課題〕研究課題Ⅶ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　６．「監査の状況」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括
６．次回の課題（研究課題Ⅷ）の説明

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第12回 〔課題〕研究課題Ⅷ　金融庁「記述情報の開示の好事例集」　７．「役員報酬等」の開示例
１．学修内容の趣旨説明
２．グループ分け、役割分担
３．グループワーク
４．各グループからの発表
５．学修内容の総括

予習（時間）：グループワーク用資料の作成。（120分）
復習（時間）：授業を振り返り、Ａ4用紙2枚程度にまとめる。（120分）

第13回 有報記述情報充実に向けた取り組みー味の素の事例ー
１．学修内容の趣旨説明：ライティングスキルの向上
２．資料：有報記述情報充実に向けた取り組みー味の素の事例ー
　　　「問い」の立て方、仮説の立て方
３．学修内容の総括
４．次回までの課題の説明

予習（時間）：味の素の有価証券報告書について調べる。（120分）
復習（時間）：配布資料をもとに、味の素の有価証券報告書の記述情報の特徴をまとめる。
　　　　　　　（120分）

第14回 〔課題〕有報記述情報充実に向けた取り組みー丸井グループの事例ー
１．学修内容の趣旨説明：ライティングスキルの向上
２．資料：有報記述情報充実に向けた取り組みー味の素の事例ー
　　　「問い」の立て方、仮説の立て方
３．学修内容の総括
４．次回までの課題の説明

予習（時間）：丸井グループの有価証券報告書について調べる。（120分）
復習（時間）：配布資料をもとに、丸井グループ有価証券報告書の記述情報の特徴をまとめる。
　　　　　　　（120分）

第15回 会計学研究法の総括
１．「会計学研究法」の学修内容の振り返り
　プレゼンテーション力、聞く力（質問力）、リーディング力、ライティング力、情報収集力
　について
２．夏休み中の課題の説明

予習（時間）：ディスクロージャー制度の課題、問題点について調べる。（120分）
復習（時間）：身につけるべきアカデミックスキルのうち、特に弱いスキルについて考察する。
　　　　　　　（120分）

- 429 -



授業を通して身に
付けることができ
る能力（DP）

本学の下記の３項目のＤＰを意識した科目である。
【商学部】のＤＰ「１．職業人的倫理観を持ち、組織で協働できる能力」「２．情報の収集、分析を行い、進
んで課題解決に臨む姿勢」を身に付ける。
【会計学科】のＤＰ「１．会計学の専門的知識を持ち、職業会計人として社会的責任を全うできる能力」を身
に付ける。

【身に付くスキル】
　生涯学習力・情報活用能力

到達目標 １．ディスクロージャー制度に関する全般的理解を深めることを目標とする。
２．金融庁「記述情報開示に関する原則」及び「記述情報の開示の好事例集」を素材として、
アカデミックスキルのうち、主に下記のスキルの向上を目指す。
(1)プレゼンテーション力、(2)聞く力（質問力）、(3)リーディングスキル、(4)ライティングスキル、(5)情報
収集力

課題や小テスト等
のフィードバック
の方法

研究内容・研究方法については、その都度改善案を示し、フィードバックします。
発表内容については、その都度問題点や改善案を示し、フィードバックします。

履修上の注意 やむを得ない理由がない限り、欠席しないこと。
主体的に研究に取り組み、発表準備をすすめること。

成績評価の方法・
基準

発表・議論への参加状況（30%）、課題についての調査研究状況（30%）、課題提出（レジュメ作成・レポート
作成）（40%）で評価します。

教科書

参考書・教材 【教材】主として金融庁「記述情報の開示に関する原則」及び「記述情報の開示の好事例集」を活用します。
　　　　それ以外は講義時に適宜指示します。

備考 演習科目:2020年度は、11、12、14回を課題研究として学修する。

〔第11回〕金融庁「記述情報の開示の好事例集」6．「監査の状況」の開示例について研究し、レポートを作成
する。完成したレポートは、Mellyを通じて提出すること。指示の説明、調査研究、レポート作成で330分の学
修を想定している。
〔第12回〕金融庁「記述情報の開示の好事例集」7．「役員報酬等」の開示例について研究し、レポートを作成
する。完成したレポートは、Mellyを通じて提出すること。指示の説明、調査研究、レポート作成で330分の学
修を想定している。
〔第14回〕Mellyから配信する「有報記述情報充実に向けた取り組みー丸井グループの事例ー」を参考に丸井グ
ループの有価証券報告書を調査研究し、レポートを作成する。完成したレポートは、Mellyを通じて提出するこ
と。指示の説明、調査研究、レポート作成で330分の学修を想定している。

教員との連絡方法 メール（アドレスは授業内に周知）
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